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本日の講義内容  

• 在宅医療推進の背景 

 

• 病院医療の役割と変化 

 

• 在宅医療の実際 

 

• 在宅医療の質と技術 

 

• 在宅医療のひろがり 

 

• 在宅医療への期待 

 



なぜ、生活を支える医療が必要か 

■ 人口構造の変化（少子高齢社会 騎馬戦型から肩車型） 

 

■ 社会保障制度改革 医療効率化 社会的入院是正 

 

■ 疾病構造の変化 慢性疾患の増加 

     ロコモティブ症候群（足腰の衰え） 認知症 老衰 

 

■ 医学の進歩と限界 臓器移植と遺伝子解明 

    救命できても障害を残す 超低体重児 

    がん治療の限界（緩和ケアの普及） 

 

■ 国民の終末期医療に対する期待の変化（長寿より天寿） 

    延命治療の果て病院で死ぬ文化への疑問 
 



病院医療と在宅医療    

 

キュア（疾病の治癒）  ⇒ ケア（暮らしに寄り添う） 

根治療法（原因を除く） ⇒ 緩和医療（苦痛を除く） 

急性期医療（救命）  ⇒ 終末期医療（看取り） 

臓器（専門医） ⇒ 人間（総合医） 

長寿（命の量） ⇒ 天寿（命の質） 

 

 

医療介入の妥当性の尺度 

Ｄata ⇒ QOL 

 



メイク・ア・ウィッシュ・オブ・ジャパン 

自己実現の医療 

 

機動力ある医療 



在宅医療の実際 

在宅医療の主役は訪問看護師 



訪問リハビリテーション 

歩行訓練 →  

関節拘縮の予防 

     ↓ 



訪問歯科診療 



訪問服薬指導 薬剤師の訪問 

 
 



ネコと暮らす 

 

要介護高齢者 



在宅ホスピスケア 



医療の提供状況施設より重度者の管理 
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在宅 

総数  3,999人  7,874人 14,472人 13,521人 16,603人 436人 24,013人 19,785人 3,741人 

中心静脈栄養 8.1% 10.6% 8.8% 5.3% 0.9% 0.0% 0.0% 0.1% 0.9% 

人工呼吸器 1.5% 1.6% 2.2% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 
気管切開・ 
気管内挿管 

4.0% 4.8% 15.9% 7.2% 1.7% 3.5% 0.1% 0.1% 3.6% 

酸素療法 13.1% 14.5% 19.7% 11.4% 2.9% 2.3% 0.5% 0.8% 7.1% 

喀痰吸引 18.4% 21.7% 40.2% 25.6% 18.3% 14.9% 2.4% 4.4% 7.6% 

経鼻経管・ 
胃ろう 

13.9% 17.1% 35.7% 29.9% 36.8% 35.1% 7.3% 10.7% 12.4% 

平成22年6月実施  厚生労働省「医療施設・介護施設の利用者に関する横断調査」速報値より 



家庭電化製品のように 

手軽に使える人工呼吸器 

 



在宅での安全な胃ろう交換  

          内視鏡で確認可能 

胃内挿入を確認 バンパー型 PENTAX 彎曲角 120° 



訪問看護師から 

        携帯電話画像通信による報告 

上腕のポート挿入部感染 
静脈炎・蜂巣織炎 

皮疹 治療方針 



認知症高齢者 転等による外傷 自宅での縫合処置 

       ＨＯＴ（在宅酸素療法）継続中患者の通院困難   



  画像診断精度が高い 

認知症 自宅で骨折 ギブスによる保存的治療 



肺がんの在宅ホスピスケア   

 

死のときまで、好物を食べることを 

かなえた訪問歯科治療                                            

  （結城市 三木歯科医院 提供） 



認知症高齢者  

 
新たな課題 権利擁護 

 
介護施設での穏やかな暮らし 



居宅系高齢者施設での 

            終末期医療 



    ２１世紀は地域包括ケアの時代 

        高まる生活を支える医療への期待 

現代の在宅医療の質は病院医療に遜色がない 

 

 ■ 医療機器 介護機器の発展 

 ■ 新薬の開発 創薬ドラッグデリバリーシステム（ＤＤＳ）の 

    活用 

 ■ 各種介護系サービス（介護保険制度）の充実 

 ■ 地域ネットワークの整備：地域ケア力の向上 

   （緊急通報システム・認知症・虐待など） 

 ■ 情報ネットワークの整備：クラウド・コンピューティング 

   （電子カルテ 携帯電話 テレ・メディスン） 

 


